
　
　

中
市
総
合
戦
略
は
、
人
口

減
少
社
会
に
お
い
て
府
中

市
が
ど
の
よ
う
に
生
き
残
り
、

ま
た
住
民
の
希
望
を
か
な
え
、

こ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

っ
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
住
民

の
幸
福
度
や
満
足
度
を
上
げ
る

こ
と
、
府
中
市
に
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
府
中
市
で
子
育
て
し
て

よ
か
っ
た
、
そ
う
感
じ
る
人
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に

策
定
し
て
い
ま
す
。

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①�

安
心
し
て
働
く
た
め
の
産
業

振
興
と
雇
用
の
創
出

②�

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

働
き
方
や
暮
ら
し
方
の
環
境

づ
く
り

③�

多
様
な
働
き
方
や
暮
ら
し
方

が
提
供
で
き
る
こ
と
で
の
移

住
・
定
住
の
促
進

府

　
　

年
、
高
度
経
済
成
長
期
に

一
斉
に
整
備
さ
れ
た
公
共

施
設
な
ど
の
老
朽
化
対
策
が
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
少
子
化
な
ど
に
よ

る
人
口
減
少
の
進
行
に
伴
い
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
で
、

老
朽
化
す
る
公
共
施
設
な
ど
の

更
新
費
用
を
十
分
に
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

投
資
可
能
な
財
源
と
必
要
な
更

新
費
用
の
乖
離
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
府
中
市
に
お

い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
府
中
市
で
は
、
府

中
市
の
公
共
施
設
な
ど
の
保
有

状
況
を
客
観
的
に
把
握
・
分
析

し
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て

近

　
　

国
的
に
進
行
し
て
い
る
人

口
減
少
は
、
地
方
が
直
面

す
る
共
通
の
課
題
で
す
。

　

人
口
減
少
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
基
盤
の
維
持

も
困
難
と
な
り
、
衰
退
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
12
月

に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
が
制
定
さ
れ
、
地
方
公

共
団
体
が
人
口
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
と
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
こ

と
で
、
住
民
の
希
望
を
実
現
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
好
循

環
に
よ
り
、
将
来
に
向
か
っ
て

活
力
あ
る
日
本
を
維
持
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

府
中
市
に
お
い
て
も
、
改
め

て
人
口
減
少
問
題
と
向
き
合
い
、

将
来
展
望
人
口
を
満
た
す
た
め

の
府
中
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
、

目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
で
あ

る
府
中
市
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

戦
略
的
施
策
を
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

全

　

府
中
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
の
人
口
推
移
に
関
す

る
現
状
分
析
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
に
よ
り
、
将
来
あ
る
べ

き
人
口
の
展
望
や
将
来
の
目
指

す
べ
き
人
口
目
標
を
設
定
す
る

た
め
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

出
生
・
死
亡
・
転
入
・
転
出

と
い
っ
た
人
口
動
態
の
推
移
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因
を
含

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
分
析

す
る
こ
と
は
、
府
中
市
の
人
口

減
対
策
な
ど
の
今
後
展
開
す
べ

き
施
策
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
、
戦
略
性
を
も
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
の
更
新
費
用
の
見
込
み
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
施
設
用

途
ご
と
の
基
本
方
針
を
定
め
る

た
め
、
府
中
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
公
共
施
設
な
ど
の
よ
り

良
い
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

①�

社
会
増
減
を
５
年
間
で
現

状
見
通
し
よ
り
300
人
改
善

し
、
生
産
年
齢
人
口
率
を

再
び
50
％
以
上
へ

②�

適
齢
期
の
女
性
人
口
増
、

非
婚
・
晩
婚
化
対
策
、
子

育
て
支
援
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
合
計
特
殊
出
生
率

を
２
・
04
ま
で
上
昇

※
合
計
特
殊
出
生
率
と
は
、

１
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む

子
供
の
数
を
表
す
数
値
。

③�

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

よ
り
、
定
住
化
を
促
進
し

転
出
人
口
の
抑
制
を
実
現
、

か
つ
、
市
内
経
済
活
性
化

を
実
現

④�

住
民
、
市
外
に
向
け
た
府

中
市
の
取
り
組
み
や
府
中

市
の
魅
力
・
長
所
な
ど
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
情

報
発
信
活
動
の
強
化

府中市の将来展望人口を満たすための
４つの方針

　本格的な人口減少に備えて、将来にわた

り、公共施設などを安定的かつ持続的に維

持管理していくために、長期的な視点を

もって、更新・統廃合・長寿命化などを計

画的に行うことにより、財政負担を軽減・

平準化するとともに、公共施設などの最適

な配置を実現することが求められています。

■府中市人口ビジョン

■府中市公共施設等
　総合管理計画

■府中市総合戦略
　府中市の特徴を生かして、
府中市にとって有効で、そ
して現実的な政策を展開し
ていきたいと考えています。

「ものづくりのまち府中」の特性を生かし、安定
した雇用を創出する
■基本方針

　若者をはじめとした住民が定住するためには、
産業振興を図り雇用を創出することが重要です。
そのため、企業誘致、空き工場バンク、人材確保、
農商工連携、販路拡大など府中市の強みをさらに
強化できる産業振興策を図ります。
■数値目標

▽市内事業所の就業者数…基準値19,806人（Ｈ22）
　の現状を維持（Ｈ32まで）

▽年間の製造品出荷額…基準値1,728億8,570万（Ｈ
　24）の現状を維持（Ｈ31まで）

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
■基本方針

　若者や女性の定住促進を図るため、結婚・出産
・子育ての環境を整備します。未婚・晩婚化に歯
止めをかける施策や、子育てへの経済的負担の軽
減やワークライフバランスの促進を図ります。ま
た「子育ては府中市でしたい」と望まれる地域の
実現を住民、企業、行政が一体となって取り組みます。
■数値目標

▽１年間の出生数…基準値年間253人（H24）から
　年間257人（H31）に改善

▽合計特殊出生率…1.55（H22）から1.65（H32）
　に改善

府中市の地域資源を生かし、新しいひとの流れを
つくる
■基本方針

　定住促進に向け空き家の活用や「ものづくり」
と農のある暮らしをしながら、自分のやりたいこ
とに費やす「半農半Ｘ」など多様性のある暮らし
方への取り組みを図ります。
　また、既存の観光地や備後府中焼きの活用、魅
力ある観光地の発掘、ものづくり産業と連携した
観光などにより、観光交流人口の増加を図ります。
■数値目標

▽５年間の転入・転出減少…基準値-1,377人（H22
　～H26）から-1,077人（H27～H31）に改善

▽観光入込客数…基準値年間852,000人（H26）か
　ら年間965,000人（H31）に増加

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守る
とともに、地域と地域を連携する
■基本方針

　住民が安心して暮らせる生活環境を実現します。
公共施設、病院、公共交通などの社会インフラの
効果的、効率的な活用・整備を図り、「暮らした
い」「暮らしてよかった」という住民満足度の向
上に努めます。また、空き家や遊休地の活用など
に努め、移住促進につながる取り組みを図ります。
■数値目標

▽集落市街地の検討…基準値０地域（H27）から１地域（H31）

基本目標 1

基本目標 3

基本目標 2

基本目標 4

府
中
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
府
中
市
総
合
戦
略
、

府
中
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
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概
要

問
い
合
わ
せ
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企
画
財
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S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57 H62 H67 H72

将来展望人口 推計人口

（人）

自然増減① 社会増減② 増減①＋②

人口減少の推計

25,000人

18,346人

⬆

平
成
72
年
に

２
万
５
千
人

　

 

程
度
の　

 

人
口
を

　
　
　
　
　

   

維
持
す
る

まち・ひと・しごとに関す
る政策を実現することで、
約6,000人の人口減少を抑制

（億円） 40年間の更新費用918.6億円　年間更新費用23億円　※いずれも試算

大規模改修
築31年以上50年未満の公共施設の大規模改修
建替え

築61年以上の公共施設の建替え
既存更新分
新規整備分

用地取得分
既存更新分＋新規整備分＋用地取得分（5箇年度平均）
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